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三十三間堂の調査成果から
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（公財）京都市埋蔵文化財研究所　中谷 正和

１．はじめに
　三十三間堂は、後白河上皇の勅願をうけて創建された蓮華王院（れんげおういん）の本堂で
あり、平安時代末期から鎌倉時代にかけての院政期の文化を伝える京都市内で唯一の建造物と
して、現在多くの人々に親しまれています。今回の講座では、平成 28 年に実施した三十三間
堂の発掘調査の成果について紹介します。

２．三十三間堂の歴史
長寛２年（1164）後白河上皇の勅願、平清盛の造進により完成。落慶法要が行われる。
建長元年（1249）建長の大火。三十三間堂・五重塔・不動堂など焼亡。
建長３年（1251）後嵯峨上皇による再建（～文永３年（1266））。
慶安２年（1649）徳川家光による修造（～慶安４年（1651））。
貞享３年（1686）和佐範遠（大八郎による）大矢数の最高記録更新（8133 本）。

３．発掘調査の成果
　平成 28 年の発掘調査では、本堂の北（１区）と西（２区）の２か所に調査区を設定しました。
調査の結果、江戸時代と鎌倉時代、平安時代後期の遺構・遺物を確認しました。

（１）江戸時代
　柵（SA270・271）や溝（SD240・241）などの区画施設を確認しました。区画施設の時期は、
出土遺物から 17 世紀後半前後と考えられます。18 世紀ころに描かれた絵画資料には、本堂
周辺に竹矢来を描いたものがあります。今回の調査によって、実際に絵画に描かれたような施
設が敷設されていたことがわかりました。

（２）鎌倉時代（再建期）
　整地層と、不要となった瓦を整理・廃棄した土坑を確認しました。整地層からは 13 世紀半
ばの遺物が出土したことから、三十三間堂再建時（1251 年）のものと考えられます。

（３）平安時代後期（創建期）
１区：地業（じぎょう）の一部を確認しました。ここで確認した地業は、南北方向に長い土壇
をいくつか平行に作り、その間を別の土砂で埋めて基礎を構築していました。特に、三十三間
堂を支える基礎の骨格となる土壇では、土質が異なる土を交互に突き固め、一定の高さごと縁
の部分に拳大の石を並べるという手の込んだ工法を採用していました。
２区：東側から西側に向かって、土を埋め立てて造成していました。しかし、ここでの造成で
は北側で確認したような土壇は認められず、土を薄く突き固めるという、手間のかかる作業は
施されていませんでした。

４．三十三間堂の造営と地盤改良工事（地業）について
　地業（じぎょう）とは、大きな建造物の重量によって地盤が沈まないように行う基礎工事部
分の呼称です。日本列島に本格的な仏教寺院が造営される飛鳥時代頃に大陸から導入されまし
た。こうした地盤改良工事は、法勝寺や鳥羽離宮、法住寺殿域内の最勝光院などでも確認でき
ます。

５．おわりに
　三十三間堂の調査では、建物の地下に施された地盤改良工事の一端を明らかにすることがで
きました。これと類似した技術は院政期の大規模建築群の地下でも確認できます。残念ながら、
当時の技術を詳しく伝える史資料は、多くありません。今回のような発掘調査の積み重ねによっ
て、歴史に埋もれた人々の知恵や技術を明らかしていきたいと考えています。
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２．三十三間堂実測図 ３．法住寺殿とその周辺（１：1,000）

１．院政期の遺跡
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資料２

１．調査区位置図（1：2,500）

２．２区平面図（1：100）

３．１区平面図（1：100）
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２．１区地業・造成土断面図１〔A-A’ ライン〕（1：50）

３．１区地業・造成土断面図２〔B-B’ ライン〕（1：50）
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１．１区地業構築単位平面図（1：100） ４．三十三間堂再建期整地層出土土器



５．三十三間堂出土隅木先蓋瓦実測図

４．三十三間堂出土軒瓦拓影実測図
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３．三十三間堂創建期造成土出土土器
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資料６

３．鳥羽離宮金剛心院釈迦堂地業実測図

２．鳥羽離宮田中殿地業実測図

出土木簡

１．鳥羽離宮復元図

４．鳥羽離宮金剛心院阿弥陀堂地業実測図
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１．白河殿復元図

３．法勝寺金堂基壇平面図

２．法勝寺復元図 ４．法勝寺金堂基壇断面図
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